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2017年7月27日　イベントその②実施

　「JMU造船所見学と鳥羽商船高専の練習船で体験航海」を
小中学生61名の参加を得て実施しました。
今回は三交鳥羽バスセンターとJMU津造船所前の2か所で
集合しました。雨模様でしたが、時間前に全員が集まってくれ
ました。小中学生61名、主催者関係17名。
今回はゲストが多数参加してくれました。日本中小型造船工業
会、日本船主協会、全日本海員組合、中部運輸局。又、報道
関係で「海と日本PROJECT」から2名、ZTVから1名の参加が
ありました。
2台のバスに乗った子供たちは造船所構内でLNG船の建造
工程を見学し、ドックゲートではバスを降り、集合写真を撮りました。
このころから雨も上がりました。
その後、くもづホテルに移動し、造船所の歴史や建造した船の
話、LNGの話、何故船が浮くかの話等、有意義な時間を過ご
しました。船の材料となる厚い鉄板を持ち上げたりもしました。
昼食後、バスで造船所のポンツーンに接舷している鳥羽商船
高専の練習船「鳥羽丸」に移動しました。
練習船では伊勢湾を航行する大きな船をながめつつ、船内を
あちこち見学し、ロープの結び方などの体験をしました。やや
うねりがあり、船酔いした子供たちもいましたが、鳥羽が近づく
と、元気になりました。
海や船を知るいい体験になったと思っています。

2017年8月22日　イベントその③実施

　「四日市港の見学と火力発電所の見学」を小中学生82名の
参加を得て実施しました。
　鳥羽商船高専と津新町駅で集合し、バス2台で四日市港に
向かいました。
　四日市港では四日市港管理組合の協力を得て、うみてらす
14から港を眺め、ユリカモメに乗船し港内を見せてもらいました。
ユリカモメでは管理組合職員で同窓生の西井さんに港内の
説明をして頂きました。ありがとうございました。
　その後、中部電力の川越火力発電所に移動し、構内の
見学をしました。LNG船が運んできたLNGを焚いて発電して
いる発電所です。そのLNG船を是非、子供たちに見せた
かったのですが、残念ながら船は居ませんでした。
でも、LNGを貯蔵する大きなタンクとか、発電施設をバス車中

からですが見学出来て、子供達には良い体験になったと思って
います。
電力館テラ46では「発電」について学びました。子供たちが
輪になって手をつなぎ、コイルで発電して電流が流れることを
体感しました。こわごわでしたが楽しんでいたようです。
蒸気で羽根車を回し発電する様子も実験しました。
いろいろと良い体験になったと思います。
　参加者について、多くの応募があり、お断りもして、96名に
参加して頂く予定でしたが、活動まぢかになって体調不良で
キャンセルが相次ぎ、残念ながら当初の計画人員を大幅に
割り込んでしまいました。
ですが、無事に終了できたので喜んでいます。

◇終わりに：
　今年度は当初の予定では4回の活動を計画しましたが、
追加の活動として10月14日に「神島の自然観察と伊良湖
水道」を計画しています。

（お願い）

尾鷲水先区水先人会
〒591-3626　尾鷲市国市松泉町1　尾鷲三田火力発電所　運営共同企業体
尾鷲事務所内　TEL/0599-55-2700　FAX/0599-55-3114

川上　幹彦（S38・80期）　畑　辰幸（S51・91期）

鳥羽商船同窓会一同

090-7612-2979
umiwoaisurukai@yahoo.co.jp

NPO法人   故郷の海を愛する会
三重県鳥羽市鳥羽三丁目 31－37住所

T E L
E-MAIL

　幸せなことに参加者集めには悩まなくて良くなりましたが、その
活動資金集めと、ボランティア集めが懸案事項です。資金的
には鳥羽商船同窓会はじめ各海事関係の団体や明るい社会
づくりの会などから助成を得ていますが、十分ではありません。
多くの子供達にもっと海や船を知ってもらう活動を続け、将来
のある子供たちが母校を目指すように活動を続けたいので、
同窓生の皆さんのご理解とご協力をよろしくお願いします。

BLOG

同窓会伊勢志摩支部とも協力して開催しますので、伊勢志摩
支部の方々もレクリエーションとして参加下さい。
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学校だより
平成28年９月～平成29年８月

第45回商船学科卒業証書授与式並びに
第9回専攻科(海事システム学専攻)修了証書授与式を挙行

◎年間行事（暦順に掲載）

　平成28年9月25日（日）、
第45回商船学科卒業証
書授与式並びに第９回
専攻科（海事システム学
専攻）修了証書授与式を
挙行しました。
式では、新田校長から商船学科卒業生36名に卒業証
書、専攻科（海事システム学専攻）修了生２名に修了
証書が手渡された後、「皆さんの多くが活躍する海洋
は、自由で雄大な夢を持って活躍できますが、時に凶暴
で、荒波にもまれ、苦難を感じることも多々あるでしょう。
それを乗り切るには、あの「白鯨」の主人公イシュメールの
ように、強い生きる意志と他者を思いやる優しい気持ちが
必要になると思います。この点をしっかりと自覚して歩んで
ほしいと思います。」と式辞が述べられました。
式の最後に、白い制服姿の卒業生全員が一列に並び、在
校生に向かって「ごきげんよう」と挨拶し、帽子を宙高く
投げる伝統の別れのパフォーマンスを行い、晴れ晴れと
した姿で学び舎から巣立っていきました。

平成29年度本科並びに専攻科（生産システム学専攻）
入学式を挙行

　暖かく晴れ渡った春の日差しの下、平成29年4月4日（火）本
校第2体育館において平成２９年度本科並びに専攻科の
入学式を挙行いたしました。本科生128人、専攻科生11人
の計139人が入学いたしました。
式では、林校長の入学許可の後、式辞で「在学中、多くの
友人と一緒に勉学・クラブ
活動に励んでほしい。皆
さんが人生に迷った時、
道標となる志を立ててほ
しい。」と述べられました。

高専ロボコン アイデア賞＆特別賞(本田技研株式会社)の
ダブル受賞、全国大会出場

　平成28年10月9日に
富山県氷見市で開催さ
れた、「アイデア対決全国
高等専門学校ロボットコ
ンテスト２０１６東海北陸
地区大会」に、鳥羽商船からAチーム（ロボコン同好会
チーム）、Bチーム（M５卒研チーム）の２チームが出場しま
した。Aチーム（ロボコン同好会チーム)は、緒戦１回戦で
強豪鈴鹿高専Bチームに辛勝、2回戦で富山高専射水Aチーム
に破れるも、その独創的なアイデアが評価され、アイデア賞
と協賛企業から送られる特別賞（本田技研株式会社賞）の
ダブル受賞となり、11月20日に行われる全国大会への
出場となりました。鳥羽商船高専ロボコンの全国大会
出場は2012年以来4年ぶりとなります。鳥羽商船高専
Bチーム（M5卒研チーム）はベスト8まで進みました。

高専プロコン　主管校で最優秀賞獲得

　平成28年10月8日9日
に鳥羽商船高専が主管
校として開催いたしまし
た、全国高専第27回プロ
グラミングコンテストの自
由部門において、「みつばちず」チームが最優秀賞・文部
科学大臣賞を受賞しました。
また、トヨタコミュニケーションシステム企業賞を「HOME
LOG」チームが受賞、東芝ソリューション企業賞を「みつ
ばちず」チームが受賞しました。
競技部門では「田男（でんまん）」チームが準決勝進出を
果たしました。
この大会は、全国高専の持ち回りで実施しております
が、本校の教職員50名以上、学生120名が運営に関

平成28年度 電子機械工学科・制御情報工学科卒業式並びに
生産システム工学専攻修了式を挙行

四日市曳船有限会社
代表取締役社長　末﨑　司

山本　晴久（S50・90期）　寺田　幸佐一（S54・94期）
山本　貴久（S60・100期）　城者　幸恵（H6・109期）

〒510-0051　四日市市千歳町37番地
TEL/059-351-1001

　平成29年3月12日（日）、
平成２８年度電子機械工
学科・制御情報工学科卒
業証書授与式並びに生産
システム工学専攻修了証
書授与式を挙行しました。
新田校長から電子機械
工学科38名、制御情報工学科41名へ卒業証書が、専攻科
生産システム工学科専攻10名へ修了証書が手渡され
ました。
新田校長は卒業生らに対し、今まで以上にスピーディに
変化する社会において、自らの羅針盤を持ってほしい、皆
さんが飛び込む世界で困難なことがあった時も、おかれた
場所で咲く努力をすることはとても重要なことかと思い
ます、と祝辞を述べられました。

◎各種コンテスト
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わりました。運営関係者からは、大変素晴らしい大会
だったとの感想が多く寄せられております。
大会運営には、同窓会から学生交流会の記念品購入
費など多大なる支援をいただきました。校長を委員長と
する実行委員会を代表してお礼させていただきます。

全国高専体育大会(陸上競技) 男子400mハードルで5位入賞

　第51回全国高等専門学校体育大会(陸上競技)が、平
成28年8月24日(水)25日(木)に、名古屋市のパロマ瑞穂
スタジアムにて開催されました。
本校から、参加標準記録を突破して男子400mハードルに
出場した佐伯元規君(制御情報工学科3年)が、56秒27の
自己ベスト記録で5位に入賞しました。資格記録では、エン
トリーメンバー中7番目でし
たが、本番でしっかり自己記
録(従来の自己記録は東海
高専大会優勝時の56秒
41)を更新して、5位まで
順位を上げました。

公開講座「サイテクランド in 鳥羽商船高専2016」及び
英文多読入門講座を開催

対象に鳥羽丸の体験航海、英語の多読、ものづくり、プロ
グラミング、理科実験などの幅広い内容で実施し、106名の
参加がありました。参加
者の中には、三重県北勢
地区・中勢地区及び南勢
地区からの参加、一人で
３～４講座受講する生徒
もいました。

地元池上町を対象とした「ロボット教室」を開催

　平成28年10月22日（土）に地元池上町を対象とした、小学
生親子で楽しく遊ぶ「ロボット教室」を開催いたしました。
この講座は、本校が取り組む地域貢献活動の一環として、地
元住民からの強い要望があり毎年実施しています。
今年度は、小学生親子１６組が参加し、北原制御情報工学
科准教授から「２チャンネル リモコン・ボクシングファイター」の
作り方を学んだあと、早速、製作に取り組み、「ものづくり」の
面白さ・楽しさを体験しました。

商船学科 助教　田村　一夫
制御情報工学科 助教　土田　隼之
一般教育科 講師　勝　福代
一般教育科 助教　田中　秀幸
総務課企画・地域連携係 西尾　真由子
総務課人事労務係 山下　茜
学生課学生生活係 西尾　智裕
テクノセンター 渡邉　陽平

空手部  東海地区高専大会で団体組手優勝

　平成29年6月24日に愛
知県豊田市で開催された
東海地区 高専体育大会
において、本校空手部が団
体戦(組手)で優勝しました !

バレー部女子・東海地区高専体育大会で優勝

　平成29年7月1日2日に
静岡県沼津市にて開催
された、東海地区高専体
育大会において、本校
バレーボール部（女子）が
優勝いたしました ！ その後7月16日に行われた北陸地区の
優勝チームとの全国大会代表決定戦では惜しくも敗れ
ましたが、チームの底力を見せつける活躍でした。

　本校では、平成28年7月26日（火）から9月4日（日）の間、公開
講座「サイテクランド in 鳥羽商船高専2016」（7講座）及び
英文多読入門講座を開催いたしました。
公開講座は、広く地域社会に学習の機会を提供することを
目的とし毎年開催しており、今年度の講座は、小中学生を

◎注目クラブ活動

◎地域活動・地域貢献

◎教職員人事

採用

校長 林　祐司
総務課長 鶉野　晃弘
総務課長補佐（総務担当）
兼人事労務係長 世古　浩之
総務課長補佐（財務担当）
兼調達係長 三井　明
総務課調達係契約主任 豊田　健
学生課入試・支援係長 出口　隆洋

転入

齋心　 俊憲（H1N） 鳥羽丸船長
大野　 伸良（S56E） 鳥羽丸機関長
田村　 一夫（H10N） 鳥羽丸一等航海士
山野　 武彦（H10E） 鳥羽丸一等機関士
小島　 知恵（H14N） 商船学科准教授
出江　 幸重（H3M） 制御情報工学科教授
江崎　 修央（H4M） 制御情報工学科教授
中井　 一文（H16I） 制御情報工学科准教授
竹内　 晃輔（H7I） 総務課施設係係長
吉岡　 裕也（H16E） テクノセンター技術職員
濱口　 沙織（H17I） テクノセンター技術職員
三重野 崇亮（H23I） テクノセンター技術職員
秋山　 武彦（H20N） 鳥羽丸技術職員
金子　 将也（H22E） 鳥羽丸技術職員

◎同窓生の本校教職員

代表取締役社長
濱口　基屋（S43E）

〒650-0031　神戸市中央区東町123番1貿易ビル810
TEL/078-331-6201　FAX/078-331-6220 
http://www.temmkobe.co.jp
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東日本支部 支部長　Ｓ43Ｎ 水野　正治

支部だより
　皆様ご健勝のこととお慶び申し上げます。今年は内外共に
大きな変化が続いた年となりそうです。この便りが皆様の
お手元に届く頃には秋風が吹いている頃かと存じます。
さて東日本支部の主な活動状況を報告いたします。

◇日本丸遠洋航海出港
　昨年12月10日、日本丸の遠洋航海出港を見送り鳥羽商船
実習生への激励品を差し入れました。今年も新港埠頭5号
岸壁からの出港で、風は少しありましたが好天に恵まれ一般の
方も多く賑やかな見送りとなりました。

◇日本戦没・殉職船員追悼式
　本年5月11日、第47回日本戦没・殉職船員追悼式が横須賀市
観音崎公園「戦没船員の碑」にて開催され、増田さんと私の
2名で出席いたしました。平成29年5月現在、戦没船員60,643名、
殉職船員2,969名、総計63,612名の御霊が奉安されています。

◇攻玉社同窓会総会
　5月13日、芝公園のメルパルクにおいて攻玉社同窓会総会
懇親会が開催され、田中会長と私で出席いたしました。83名の
出席者のうち、私と同じ年次の方は若い方から5番目で後は
先輩ばかりで最年長は昭和20年卒業生が2名いらっしゃい
ました。懇親会では7月9日鳥羽市で公演予定の近藤真琴
物語の紹介があり参加を呼びかけていました。

◇横浜港カッターレース
　5月21日、第34回横浜港カッターレースに参加いたしました。
今年も昨年同様に一般とシニアで2艇の参加を果たすことが
できました。一般艇は2分48秒の好タイムで4艇中堂々の1位、
昨年より36秒も縮める驚異的な成績でした。シニア艇はスタート
の出遅れが響き4艇中3位でしたが、タイムは昨年より2秒縮め
3分6秒でした。詳細は同窓会ホームページをご参照下さい。
来年は3艇出場を目指しますので是非若手の方の参加を
お願いいたします。

◇合同進学ガイダンス
　7月29日東京、同30日横浜ナビオスにて合同進学ガイダンスが
開催されました。例年同様に夫々地元の教育委員会や中学校
に働きかけ少しでも興味を持って戴けるよう依頼しました。
29日は岩田さん、30日は私が参加しました。鳥羽ブースでは
終了間際まで熱心に説明を聞いている方があり、この中から
少しでも多くの受験生が集まる事を祈念しています。

◯支部総会懇親会予定
　本年は以下の予定で開催いたしますので、会員各位多数の
ご参加をお願い申し上げます。
　皆様のご出席を心よりお待ち申し上げます。
・日時　　平成29年10月28日（土）　16時00分から
・場所　　ナビオス横浜　　・会費　5千円

中部支部 支部長　Ｓ53Ｎ 山川　博之
　この度、平成29年度本部総会において、中部支部長を
拝命しました昭和53年航海科卒の山川です。今後とも同窓会
活動を持続的に活性化するために、本部と連携しながら中部
支部の取り纏めを私なりに尽力しますので、ご指導、ご鞭撻の
ほど宜しくお願いします。
　さて、平成29年度の本部総会を6月4日に中部支部が担当
支部として名古屋で開催しましたが、本部並びに会員各位の
ご理解、ご協力により、盛況に挙行できたこと、まず以って厚く
御礼申し上げます。
　その中で、本部役員改選により、中部支部が推薦しました
歴代の中部支部長である昭和48年航海科卒の菅沼氏が
会長に、昭和52年機関科卒の加塚氏が副会長に就任され、
本部近隣の中部支部が本部との関わりが今まで以上に深
まり、今後の同窓会活動の連携強化に努めていく所存です。
　次に支部だよりとして、平成28年度活動報告をさせて
いただきます。
　毎年恒例、春と秋の2回行っている名鳥会ゴルフコンペを
平成28年度も第37回を5月22日に、第38回を11月27日に
開催しました。平成29年度も継続開催として本部総会開催
の1週間後の6月11日に開催し、秋季の開催も11月26日に開催
予定となっています。
一時は、参加人数少なく、開催が危うくなっていましたが、幹事、
参加者の口コミで最近では、若い方の参加含め継続参加に
より盛況に開催しています。
　5月27日、中部支部定例総会を30名の出席により開催しま
した。毎年の出席者の顔ぶれは余り変わりなく、若い方、工業系
同窓生の参加を促すことが従前からの課題となっています。
　平成28年11月11日、名古屋港フレンドリーポートの行事の
一環として毎年、海事教育機構の練習帆船入港に合わせて
本校練習船「鳥羽丸」が入港し歓迎表敬訪問しました。（毎回、
綱取りは、本校OBの港湾管理者である名古屋港管理組合
職員が行っています。）
　本年平成29年は名古屋港開港110周年の年にあたり、
記念イベントとして、11月10日（金）には、練習帆船「日本丸」
「海王丸」の僚船が入港し、11日（土）にはセイルドイル、
12日（日）には船内一般公開、15日（水）に登檣礼が予定され
ています。今年度も本校練習船「鳥羽丸」入港予定があり、
その際には歓迎表敬訪問の予定です。
　それに先立ち、先日、7月28日には練習汽船「青雲丸」入港
し、30日（日）に船内一般公開がありました。本校学生も乗船
しており、飲み物の差し入れをしたところです。
　又、平成29年2月3日に、第3回目を迎えた名古屋港の海事
関係同窓会である「全船協」「海洋会」保安大中部地区
OB会「若葉会」の集いとして「めいよう会」が開催され、中部
支部からも参加し、今回も東京から全船協会長であるS38年
機関科卒の岩田仁氏が出席、来賓挨拶をしていただきました。
今後も参加することにより、地元海事関係者の情報交換、連携を
深めるところです。
　3月3日には、役員改選に係る本部役員等の支部推薦、本部・
支部総会の開催等の議題とする役員会を開催しました。

代表取締役会長
西村　潔（S33E・75期）

●本社
●神戸工場●横浜営業所
●尾道営業所
●エステック交流会事務所

〒651-2132　神戸市西区森友５丁目113番地
TEL/078-923-6630　FAX/078-923-6640 

本社

http://www.esu-tech.co.jp
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　このように、例年、代わり映えのない活動となっていますが、
中部支部の活動として、本部会費以外に別途、支部会費を
徴収しており、その中で、身の丈にあった活動を行っている
とことでありますが、今後の同窓会活動の持続するためには、
若い方、工業系の会員の参加を呼び掛けていくことが、本部と
共通の継続的な課題となっており、本部との連携により少し
でも改善していく所存です。
　今回、本部総会を幹事支部として名古屋で開催するに
あたって、中部支部会員に寄附金を募ったところ、下記の
方々から支援いただきましたので、ご報告します。
支援いただいた方々、厚く御礼申し上げます。今後とも同窓会
活動にご理解、ご協力をお願いいたします。

卒業年
S36N
S37N
S38N
S41N
S43N
S48N
S48N
S51N
S51N
S52N
S53N
S54N
S54N

卒業年
S54N
S55N
S61N
S22E
S32E
S43E
S50E
S52E
S52E
S53E
S60E
S62E

氏  名
佐藤　昭雄
中島　　章
小久保 又五郎
丹羽　幸彦
小林　　司
菅沼　延之
宗接　万太郎
千道　英雄
坪井　繁明
畑内　康孝
坂口　浩一
鈴木　晴敏
西浜　卓巳

氏  名
森内　芳卓
浅野　　清
山口　　淳
三浦　一好
岡　　久志
牧野　博久
服部　　誠
加塚　伸吾
水谷　眞仁
伊藤　彰英
関谷　純二
池田　義昭

航海学科 機関学科
平成29年度鳥羽商船同窓会総会寄附者

四日市支部 支部長　Ｓ61Ｅ 西井　育央
　同窓会員の皆様には益々ご健勝にてご活躍のこととお慶び
申し上げます。
　7月8日に開催されました四日市支部総会においてご推挙を
賜り、支部長に就任しました西井育央（Ｓ61Ｅ卒）です。
　鈴木敏行支部長（Ｓ43Ｅ卒）の後を受け支部長の任を拝命
しましたことは、大変光栄に感じるとともに、責任感と使命感に
身の引き締まる思いです。
　歴代支部長はじめ諸先輩方が築かれてきた歴史と様々な
成果を継承し、若輩者ではありますが、役員および会員の皆様
のご支援を賜りながら四日市支部の同窓会活動活性化に
向けて取り組んで参ります。
さて、支部報告ですが、我々の活動基盤である四日市港では、
毎年8月の第一日曜日に「四日市港まつり」の恒例のメイン行事
として「四日市港カッターレース大会」が開催されています。
この大会は、昭和62年に片山勝則元支部長（Ｓ33Ｎ卒）、中澤
昌信元支部長（Ｓ37Ｎ卒）が計画発案され、開催にあたっては
四日市港で働く支部会員の皆様のご尽力で始まり、30回目を
向かえた今年は、8月6日（日）に全国から男女合わせて68チーム
の参加があり例年通り盛大に行われました。
　今年も支部会員の皆様はレース（漕ぎ手）に参加するのでは
なく、谷水一隆（Ｓ56Ｎ卒）大会顧問、吉田実（Ｓ55Ｎ卒）大会
総括、田中博繁（Ｓ56Ｎ卒）実行委員をはじめ運営スタッフと

相談役
山下　文徳（S41E・83期）

本社/広島県呉市
事業所/仙台・埼玉・名古屋
　　　 大阪・神戸・岡山
　　　 米子・高松・広島
　　　 下関・福岡、他64カ所

〒737-0051　広島県呉市中央1丁目6-9
                 センタービル呉駅前7階
                 TEL/0823-24-2727

本社

                 http://www.muroo.co.jp

伊勢志摩支部 支部長　Ｓ43Ｅ 三井　健次
　私事ながら最近古稀を迎えた。七十年生きる人は古くから
稀であるということですが、母校はその倍を生きている。そんな
母校を誇りに感じるのは私だけでしょうか？
さて伊勢志摩支部理事会を開催しました。

開催日時 ：平成29年4月1日11：30～12：30
場　　所 ：百周年記念館　２F会議室
出席理事 ：三井・大西・川口・溝井・江崎・山口・西山・山口
  木下・塩野・江崎（修）北端・中井・オブザーバー：2名
協議事項
１．定期総会（６月４日・名古屋） 
次期同窓会会長及び副会長の立候補及び推薦について。
２．伊勢志摩支部新理事の選任
３．卒業式出席と卒業生同窓会会費納入促進プレゼン（２回）

してたくさんの支部会員が参加し大会を盛り上げていただき
ました。また、この大会には現役の学生が「練習船鳥羽丸」に
乗船し運営スタッフとして、また、もちろんレースにも毎年参加
いただいています。なお、学生のレース結果は８位入賞となり
ましたが、今年の高専大会で優勝したカッター部員は、当レース
の使用艇が12名艇（漕ぎ手）ではなく、海洋少年団が使用
する6名艇で行われており、慣れていないか本来の力が出せ
なかったと、とても結果に残念がっていました。四日市支部と
しましては、支部会員と学生がカッターレース大会を通じ一同
に会し、共に活動し、共に汗を流し、共に歓び、信頼関係が
深まり、それぞれ年齢はちがえど、同じ仲間意識を持って親しみ
を感じつつ、交流の場、親睦を深める同窓会の支部活動の
絶好の機会としてとらえており、諸先輩方が手作りで作り上げて
きたこの大会の継続を願うところです。
　結びに、四日市支部の活動にご指導ご協力を賜りますよう
お願い申し上げるとともに、母校のさらなる発展と同窓の皆様の
ご多幸を祈念し、今回の支部活動報告させていただきます。

《その他、主な支部活動》
　平成29年2月24日：支部役員会
　平成29年7月  8日：支部総会（出席者別記）
　平成29年8月  6日：「鳥羽丸」入港歓迎表敬訪船
   （四日市港まつり参加）

◎四日市支部総会出席者
　（Ｓ37Ｎ卒）石垣 三郎　　（Ｓ41Ｅ卒）木崎 喜富
　（Ｓ43Ｎ卒）鈴木 秀敏　　（Ｓ43Ｎ卒）服部 光幸
　（Ｓ43Ｅ卒）鈴木 敏行　　（Ｓ55Ｎ卒）室   博也
　（Ｓ56Ｎ卒）田中 博繁　　（Ｓ59Ｅ卒）西村 譲治
　（Ｓ59Ｎ卒）山木 聡　　　（Ｓ60Ｎ卒）笠松 伴
　（Ｓ61Ｅ卒）西井 育央　　（Ｈ 2Ｎ卒）待井 健司
　（Ｈ 4Ｅ卒）伊藤 英樹　　（Ｈ 6Ｎ卒）相良 球一
　（Ｈ11Ｅ卒）岡山 雄一　　（Ｈ13Ｎ卒）犬飼 和孝
　（Ｈ21Ｅ卒）酒徳 洋輔
　（計17名：敬称略）
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４．ＮＰＯ法人故郷の海を愛する会への協力と助成
　年度末に赤字となった場合多少の追加助成に応じる。
　（28年度の追加助成は発生しなかった）
　校祖近藤真琴翁の業績を地域の人に知ってもらう活動。
　目的を同じとする団体に協力し積極的に進めていく。
　（近藤真琴物語 「攻玉伝 !」上演日/平成29年7月9日（日）
　 場所/鳥羽市文化会館）
５．「近藤真琴ものがたり」冊子発行への協力
６．同期会開催奨励金制度は今年度も継続する
　28年度は4件の制度利用があった。
７．伊勢志摩支部同窓会員のレクレーションとして神島
　ハイキングを秋に行う「故郷の海を愛する会」と共催 
８．海学祭開催協力金と模擬店出店協力
　協力金額については同窓会事務局と協議する。
９．その他

７月９日の「攻玉伝 !」上演に参加した母校学生をみて、母校に
明るい未来を感じました。伊勢志摩支部同窓の皆さん、共に
少しだけ同窓会活動に参加してみませんか。

　福岡の天神のお店で18時半より21時まで歓談しました。
当日は阪神大震災から22年目にあたる日で、各人に当時の
話をして頂き、盛り上がりました。このような新年会も継続して
いきたいと話をし、6月の支部総会に会いましょうと解散しました。

○平成29年6月4日 本部総会
　本来、出席予定の中野支部長が怪我の為、欠席となり理事の
神子1名で出席しました。

○平成29年6月24日 支部総会
　恒例の下関の海峡ビューホテルしものせきで、開催しました。
今年は常連の山下さんが、瀬戸内ヨットレース大会と重なり
欠席となり、三角さんも都合がつかず欠席となりました。只、怪我
で入院中の中野支部長が16時半頃、病院の外出許可を得て
奥様同伴で、顔を出して下さいました。参加メンバーと1時間
程、歓談され全員で記念撮影して、病院に戻られました。
　参加者は、下記のとおりです。　敬称略
福岡(S33N)・太田(S33N)・佐野(S33N)・片岡(S33N)・加藤(S35
E)・野村(S42N)・永井(S47E)・鹿野(S48N)・横井(S48N)・江尻(S
48E)夫妻・河本(S51N)・ 柴田(S56E)・神子(S48E)
　初参加の、鹿野、横井両氏は、神戸から参加してくれました。
又、江尻さんは、昨年この総会で、お米（真珠米）を試食して
もらって美味しいと買って頂いた先輩方にお礼を兼ねて夫婦で
参加してくれました。18時半より宴会が始まりました。冒頭、小生
より6月4日に名古屋で開催された本部総会の話、また、本総会
で田中会長が勇退され、菅沼新会長が選出されたことの報告を
しました。そして、菅沼さんは私の同期でもあり、高専になって
初めての会長であり、今後の活躍に期待していると話しました。
宴会の方は、福岡元支部長の乾杯の挨拶で進みました。
初参加の横井さんが持参したウクレレで自慢の作詞作曲の
歌をお披露目してくれました。21時で宴会は終了し、恒例の
2次会を401号室で日が変わる頃まで、元気な諸先輩達と
駄弁っていました。翌日、朝9時半頃ロビーに集まり、来年の
再会を約束して解散しました。西日本在住の同窓生の皆さん
も、来年は参加して寮生活の話などしませんか？ご検討宜しく
お願いします。

○平成29年6月25日 全国5高専商船学科合同進学ガイダンス（広島）
　13時より広島駅近くのワークピア広島で、船主協会主催に
よる上記ガイダンスにOBとして参加してきました。当日は総勢
70名ほどの学生・父兄が参加されていました。本校からは伊藤
教官、片岡教官が参加されました。例年と違い今年は10組近く
の学生・父兄が鳥羽のブースで教官達の説明を、熱心に聞き
入っていました。ＯＢは私の他に現役のデッキオフィサー（伊藤
教官の教え子）が制服で参加され、中学生にわかりやすく
説明していました。広島から数名でも、受験してくれることを
期待したいです。余談ですが、彼と雑談の中で、鳥羽商船の
同窓会に入っているの？ と聞いたら入っていないとのこと。
若い商船高専の卒業生に同窓会をもっとPRしていく必要が
あると、感じました。
　　　　　　　　　　　　　　　　  （記述　神子　功）

関西支部 支部長　Ｓ52Ｎ 田　中　潔
1. 理事・幹事会開催
   平成29年度本部総会が6月4日開催され、籠田支部長の
   後任としてS52N田中潔氏を新支部長として報告すると共に、
   理事会に参加しました。
2. 本部総会・懇親会
   中部支部主催の本部総会、理事会及び懇親会に関西支部
   から田中支部長及び國安理事が出席しました。
3. 国立高専（商船学科）５校合同進学ガイダンスに参加
   6月10日（土）三宮研修センターにて13時より開会されました。
4. 平成29年度関西支部総会
   9月初旬に関西支部幹事会を開催する予定で、今年の支部
   総会の日程等を検討します。昨年は12月10日（土）神戸で
   開催しましたが、今年は大阪開催を考えております。
5. その他
   （1）卒業以来、永年同窓会を支援していただいた故岡室
   孝美（S52N）の7回忌を迎え、平成29年8月26日（土）17時
   から、高専6期生を中心に「岡室さんをしのぶ会」を開催します。
   （2）平成29年10月末に母校練習船鳥羽丸が大阪港開港
   150年記念イベントに参加します。表敬訪問及び差し入れを
   する予定です。
                                                                以上

西日本支部

〒105-0001　東京都港区虎の門3丁目18番6号
TEL/03-3436-3690 http://www.hokushin-engineering.com

支部長　Ｓ41Ｎ 中野　正義
・平成29年1月17日 新年会
　中野支部長の呼びかけで、北部九州の有志による新年会を
開催しました。当日の出席者は、下記のとおりです。
敬称略：三角(S32E)・福岡(S33N)・佐野(S33N)・山下(S41E)
中野(S41N)・野村(S42N)・神子(S48E)・柴田(S56E) 

ホクシン産業株式会社

最先端のスペクトル解析を用いた非破壊検査装置 画期的なシステムＦＯシフター スーパークリーナー
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国立鳥羽商船77期生同期会開催
岩崎　敏壽
10月14日1400時、晴
れ渡った秋空のもと、
青春の思い出が一杯
詰まった母校鳥羽商船
に18名の同期生が
参集。五年振りの再会
にやぁ、やぁと笑みが
こぼれる。
江崎同窓会事務局長、武部君（80期）等の出迎えを受けた
後、石田副校長に校内を案内してもらう。
最初に同窓会会館（100周年記念資料館）内の展示品の説明を
受け、飾られた東郷元帥揮毫の書等に母校の歴史の重みを
感じ、古びた操舵装置や機関の模型などを目にして懐かしさ
がこみ上げてくる。
次に練習船鳥羽丸見学、同船のブリッジやエンジンルームに
装備された最新の計器、機器類（ECDISやAIS付レーダー等）に
目をみはり、学生が社船に乗船した時にすぐに対応できるように
してあるとの先生の説明を聞き、今の学生は幸せだなあと思う。
焼玉エンジンを装備した小艇、龍丸で達着訓練した時アスターンが
入らず前の砂浜に乗り上げたこと、同船を母船として伊勢湾を
巡航したことなど懐かしく思い出す。
その後校内に移動、ここでも充実した実習設備、素晴らしい
寮内施設（二人部屋等）を見て隔世の感を抱く。
校内見学では石田副校長がとても丁寧に案内してくれたこと
と、後半は皆少しバテ気味となりスローペースの移動になった為
時間をとり、予定を大巾にオーバーし約2時間余りを要したが
とても思い出に残るものとなった。
（アテンドして頂いた石田先生や段取りして下さった江崎、武部
御両名に深謝いたします）
この後安楽島にある鳥羽シーサイドホテルに移動、1630時過ぎ
チェックインし眼下に広がる蕪子水道（安楽島と坂手島、菅島
間の狭水道）などの素晴らしい景色を眺めながら一風呂浴び
1800時宴会開始。
鯛の姿造りを前に全員で記念写真を撮り新来島ドックで
活躍する黒崎君の音頭で再会を祝し乾杯、既に鬼籍に入った
20名（約三分の一）の御冥福を祈った後お料理とお酒を楽しむ。
宴会が始まるとすぐに50有余年の時空を一挙に飛び越え気分は
元気溌刺とした学生時代に。賄いのおばちゃんが大きな岩塩を
放り込んで朝の味噌汁を作っていたこと、カッターで漕ぎだした
ところ強い北風と逆潮に阻まれ帰校出来ず遭難しそうになった
こと、マドンナ、ゲットに情熱を注いだこと、伊勢湾台風（伊勢湾
一帯に甚大な被害をもたらし死者、行方不明者約五千名を

高専１期 同窓会
永井晴久（代 冨岡栄一郎)

平成28年9月3日-4日、
高専1期(入学)65歳
同窓会を、熱海の山本
旅館で開催しました。
52名の卒業生の内
25名が参加しました。
前回の還暦同窓会の
時より、第１線を退い
たかも増え、参加者も微増しました。参加者は、集合写真の、(左
後から)高井、田中(孝)、田中(国)、川添、冨岡、和田、山田、橋本、
岸(左中から)小出、奥村、森本、矢野、宮川、浜地、北、藤本(左
前から)長谷川、大川、中村、永井、岡本、下野、田中(秀)、水谷
約４４年振りに再会するもの者あり、互いに確認しあう場面も
ありました。
２次会を含め、盛大なうちに時間が過ぎて行きました。
次回は伊勢志摩(サミット)で、７０歳同窓会を行うことを確認
し、「それまで皆な生きとれヨ ！」の言葉で散会しました。元気な
８人衆は、西熱海ゴルフコースで、ゴルフを楽しみました。
                                                       幹事代行

数える）で寮の屋根瓦が飛び、窓ガラスが破れ、床上浸水した
為全員食堂に非難することになったが周囲の状況を確認して
いる間に食堂が全壊し命拾いしたこと、同台風の為約一か月
余り休校となり授業日数不足となった為、体育祭、カッターレース
大会、修学旅行が中止されたこと等、等、話題は尽きずその後は
健康維持の話が中心になる。お酒片手に席を移動しながら
思い出話、近況等を語り合ううちにあっという間に楽しい時間は
過ぎ、最後に全員で力強く寮歌を歌い江藤君の鳥羽商船77期生
万歳三唱で9時散会。席を変え2次回となったが皆疲れの為か
お酒も余りすすまず、24時前には床につく。お酒飲み放題の
プランはあまり効果を発揮せず。
翌15日朝、ゴルフ組、観光、帰宅組に分かれ元気でなと、声を
掛け合いながら散会。
我々77期生の同窓会は古希の祝いを兼ねた前回の集まりから
5年振りに開催されたが、おそらく今回が最後（最後の修学
旅行）になるだろうと思われる。スマートな制服に身をつつみ
颯爽と街中を闊歩した紅顔可憐な美少年も今は年齢相応の
爺っちゃんになり、何人かの現役を除いてファイナルステージを
迎えようとしていることを考えれば致し方ないのかなと思う。
が、そう言わずにまた皆で会おうよとの声もあったので健康維持
に留意し次の機会を得ることが出来ればと願う次第である。
（出席者N科、江藤、大西、佐藤、中西、村田、岩崎、E科、伊藤、
江川、大滝、加藤（和）、北村、黒崎、小平、染谷、塚中、内藤、
西村、三好）　　　（岩崎　記）

「77期の同期会の記事は、事務局のミスにより前年の会報に
掲載出来ませんでした。1年遅れの掲載となってしまいました。
お詫び申し上げます。編集委員　（S50Ｅ西山〉

代表取締役
菅沼　延之（S48Ｎ・88期）

本社
熱田工場・事務所
守破離工場
海のロマンス工場
櫻華工場

〒467-0863　愛知県名古屋市瑞穂区牛巻町4番6号
TEL/052-882-3954

本社

http://www.nagoya-mekki.com

名古屋メッキ工業株式会社
NAGOYA PLATING CO.,LTD.
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S40年卒 クラス会 開催
川口
　10月2 0日、我々の
故郷である鳥羽の鳥羽
シーサイドホテルでクラス
会を開催しました。
18名が各地から参集
し、昔話等、楽しい時間
を過ごしました。2年毎
に開催していますが、前回に比べ今回は参加者が大幅に減少
し、寂しくなってきました。専攻科を卒業して50年、時の経過を
感じます。今回は3時集合、6時から宴会、8時からカラオケ、その
後、部屋でカタフリ。話は尽きません。近況報告では、個展を
開く人、社交ダンスを楽しみにしている人、若い女性の茶飲み
友達が出来た人、いつまでも仕事に精を出している人、いろ
いろです。そうそう、NHKの番組に登場した伊勢湾パイロットの
話もありました。
21日の朝、2年後、又、鳥羽で全員が集合しようと約束し、散会
しました。ゴルフに出かける人達、伊勢湾フェリーで移動する人、
高野山に出かける人、賢島に行く人、直帰する人、いろいろです。
集合写真。
向かって手前左から　関口、樋口、中西、杉田、中久木、井上、
渡辺、山口　後列　川口、片岡、吉倉、平井、丹羽、三村、伊達、
前田、鈴木正、山下
毎度、楽しい時間、いい仲間です。幹事の丹羽に代わって、
クラス会の報告をします。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　次回幹事　川口

S42卒　クラス会
溝井
　平成28年11月21日、
昭和42（本科）卒の
クラス会を鳥羽シーサイド
ホテルで開催しました。
今回は４年半ぶりの開催
となり各地から19名が
集結しました。
懇親会、2次会（カラオケ）、３次回と進むにつれ寮生活、アップ
時代の思い出話に花が咲き時間のたつのも忘れました。翌日、
ホテルからマイクロバスに乗り、皆さんの希望に沿って旧鳥羽
市街、やきめし坂を通って内宮に参拝、おかげ横丁で「伊勢
うどん」をすすって散会しました。
後（左から）青木、石倉、岡田、野村、高橋、柴原、溝井、藤本
中（　〃　）水野、山本、竹川、橋本、小池
前（　〃　）金田、海保、島田、豊崎、熊木、安田

76期同期会（喜寿を迎えた仲間たち）
下川公一
　新緑若葉に映えて快
い青空の下、5月17～18日、
木戸先生お住まいの津
に、遠くは北海道から、
既に過ぎた者もおるもの
の、殆どが喜寿を迎え
る歳、功成り名を遂げた
ツワモノ？が、奥様含め18人、ご高齢の先生を囲んで愉しい
感謝な時を過ごしました。事前に幹事から「我が人生3分間
スピーチ」と題して各自話すように言われており、いつもながら
神田さんの内容の奥深さ、ユーモアたっぷりの話術に、腹を

78期（国立8期生）クラス会
松浦肇　S36N
　H28年11月7日、クラス
会がエクシブ鳥羽アネックス
において開かれました。
総勢２９名（うちご婦人
６含む）参加と、段々参加
者が減っていくのは寂
しい限りですが、何人か
が後期高齢者の仲間入りとなった年齢ですから、本人の健康状態
もさることながら伴侶の健康事情も加わり、やむを得ない欠席の
理由が増えてきました。それはさて置き、会場のXIV「白帆」での
宴会は、大いに盛り上がり、つかの間、青春時代に戻ることが
出来ました。中には、卒業以来の再会場面も加わり、一人２分以内
という制限付きのスピーチや同窓会作成の校歌・船歌のCD伴奏
での合唱、３時間があっという間に過ぎ去りました。宴会終了
後は、ラウンジでピアノ・サキソホンの生演奏が流れる中、おとな
しく食後のコーヒータイム（もちろん、アルコールも）に浸りました。
翌日は、懐かしの母校訪問に１８名が参加し、百周年記念館や
近藤翁記念碑、今は無き旧寮や食堂付近を散策。その後本館
会議室で石田教授（副校長）や若手３人の先生方から『最近の
学校事情』もうかがいながら懇談することが出来ました。この

母校訪問に関しては、学校への根回しや当日の案内など、2期
後輩の武部二三男氏（同窓会役員）に大変お世話になりました。
この紙面をお借りして、厚く御礼申し上げます。その後、伊勢市
の「朱の香（ときのこう）」に移動し、別れを惜しみながらの昼食会
となりました。ちなみに、この「朱の香」は、同級生の須永博さん
ご子息経営のレストラン（パンカフェ）で、ネットで検索すると
女性に大変人気のあるお店です。さて、我々全国ネットの正式
クラス会は今回を最後とし、今後は関東・中京・関西の地区クラス
会を通じて、随時集まろうということになりました。いつまでも
元気に顔を会わせたいものです。
　集合写真は、後列左から
外松伊三夫、穂刈崇明、目黒邦夫、佐藤昭雄、高橋卓、斎藤正、
坂倉修、小出哲夫、木澤勝、佐藤要、飛田喜八郎、伊藤忠彰、
小野斗章、森本昇治、大西彰夫、須永博、簗田秀平、杉本嘉隆、
水野武史、　前列左から、安藤裕、穂刈夫人、松浦夫人、友田
夫人、長谷川雅昭、松浦肇、村田勝久、長谷川夫人、坂倉夫人、
水野夫人、以上29名です。終わり　　　　　　（文責松浦）

代表取締役　竹川　俊幸（S42E・84期）

三輪　光治（S41E・83期）
木下　正則（S40E・82期）本社・名古屋支店

〒236-0004 
神奈川県横浜市金沢区福浦1丁目15番地13
TEL/045-791-1533

本社

http://www.taishokogyo.co.jp
大正興業株式会社 Taishokogyo Co.,Ltd.
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抱えて笑い転げたり、増田さんの入門ノートについては、長年
教育者としての歩みの後、家族を置いて単身北海道へ、晴耕
雨読の毎日に蓄積された博識、深い人間性とお姿に唸らされ
たり、失敗談あり、成功談あり、あっと言う間の時の流れを惜しみ
つつホテルの部屋へ。翌１８日は早めに帰る者を除いて、野田
幹事ご夫妻他４人がゴルフに。又、ご厚意により地元の柴山
幹事ご夫妻の車２台に７人が分乗、津市内観光に、多くの者
が各地から鳥羽へ通過駅の津、降り立つのは初めての者が
多く、三重県の県庁所在地らしい街並み、総合博物館、総合
文化会館、阿漕海岸等を案内して戴き、唯々感謝でした。
同期も半分は世を去り、一抹の寂しさを抱えつつ、来年も元気で
会おうと言葉を交わし、木戸先生いつまでもお元気でと祈り
つつ、津を後にしました。

プロコン開催
伊勢の人
　2016年10月9日(日)
昨日10月8日は伊勢市
の観光文化会館で開催
されている高専プロコン
を見てきました。母校
が主幹校です。競技
部門は舞台上で競技
するのですが、それを観客席で見ました。
1回戦、鳥羽商船は第5試合で10校と競い、結果は1位。まずは
ご立派！ゲームは「ホントの魅力がミエますか？」と題したパズル。
ピースを早く完成させた方が勝利。母校は1位だったけれど、
パズルを全部完成させたわけでなく、途中で「完成」。？？？
これで1位？？ 良く判りませんね――。66校が参加して、パズルを
正確に完全に終わらせたのは1校だけ。鳥羽商船はポイント
稼ぎで1位。今日9日は準決勝が昼前に始まるかと。他、自由部門
で２ティームが母校から参加。今回の本選に参加しているのは
21ティーム。HOME LOGと題した発表を生中継TV、スマホで
見ました。評価は？？ もう一つは競技部門とダブったので見て
ません。ロビーのソフアの片隅で、どこかの学生が発表する
のでしょう、最後のあがきをしていました。（プレゼン内容を言葉
に出して、一人でブツブツ・・・）若い人が一生懸命頑張っている
のはイイですねー。

会員の投稿　活動紹介

海学祭で模擬店など開店
伊勢の人
　2016年10月30日(日)
母校で海学祭が開催
されましたが、同窓会
伊勢志摩支部の有志
が「長老庵」模擬店
と「中村コーヒー店」を
開店しましたので、紹介
します。
尚、全ての売上げから材料費を引いた残りは全て同窓会へ
寄付しています。
海学祭では「同窓会受付」も本部脇に用意して、同窓生の
立寄りを待っていますが、今年は埼玉・岸和田から来られた
会員2名のみ。
海学祭にはもっと多くの同窓生が来ていると思います。ぜひ
とも「同窓会受付」もしくは百周年記念館内の「同窓会事務
室」にも寄ってください。

前田画伯の個展 開催されました
葛生化石
　2016年12月11日(日)
S40年N卒前田良平
画伯の「前田良平展」～
うつき身の暫し仮寝の
旅枕～が横浜の横浜
画廊元町店で12月2日
から7日の間、開かれた
ので、同級生4名がそろって絵を鑑賞と陣中見舞いに行ってきました。
前回と同様に、相変わらず隠し絵が有って、其れを一つ見つ
けると他の絵も何処かに有るような気がして・・・？
また、日本丸と海王丸、矢張り我々にはとても嬉しい絵でした。
みんな「将来このような画伯になろうとは誰も想像もつかな
かったと」ともかく、頑張っている姿を見るのは仲間として
誇らしいですね。

プロコン開催
伊勢の人
　10月9日 わが母校、競技部門、準決勝敗退でした。残念！
決勝戦での優勝はモンゴルティーム、2位は弓削商船。
パズルのピースが形よく埋められているのを期待しましたが・・・。
じっくり時間を与えて、プログラムのみで如何に早く正確に
パズルを完成するか競ったほうがおもしろかったかと思います。

プロコンだもの。自由
部門の2ティームの
結果はわかりません。
鳥羽商船、主幹校と
して多くの教職員・学生
が頑張ったようです。
お疲れさまでした。

個人情報に関わる情報は同窓会ホームページに
投稿しないようご注意願います。

同窓会ホームページは、会員に限らず多くの方が見る事が
出来るので悪用される可能性がございます。投稿された
場合、掲載を見合わせます。

志賀 重昭（S50E・90期）中村 信輝（S50E・90期）
熊谷 欣樹（S52E・92期）星野 芳昭（S52E・92期）

本社（東京）

加藤 貴法（S63E・103期）名古屋支店

本社・支店/大阪・名古屋仙台・福岡〒161-8531 
東京都新宿区中落合3-15-15 WM本社ビル
TEL/03-3954-1101

本社

http://www.wetmaster.co.jp
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2016年12月19日(月)
S57N卒　宮本恭夫君　西回りヨット世界一周
ペンギンパレードプロジェクト始動

　奥様とヨットで海外
にいくための練習航海
の途中、鳥羽に立ち寄
り同窓会事務局を訪問
してくれました。
S57N卒 宮本恭夫君が
ヨットで奥様と2人で
西回り世界一周の長い航海に出発致しました。
宮本君は昭和57年鳥羽商船航海科卒業後外国航路の2等
航海士（25才）を最後に陸に上がり、都内大手IT企業を53才で
退職し、故郷の茨城に戻り今は無職です。趣味が高じて茨城の
大洗町のマリーナにExcept One（総トン数５トン、全長10m）を
所有し、今は世界一周を志すまでになってしまったようです。
奥様の英子さんのヨット歴はExcept Oneを購入してからの
わずか２年です。当初は今年11月からのオーストラリア迄の
航海を目指していました。予行練習で6月から本州太平洋側を
航海中母校に立ち寄り同窓会事務局を訪問して頂きましたが
いつのまにか西回り世界一周の大航海になってしまったようです。
今回も気ままなプライベート航海で4年後、お二人が無事日本に
帰ってくる事を心から願っています。
航海計画は本年12月末父島を出てサイパン→グァム→ラバウル→
ケアンズ（AUS）→クックタウン（AUS）→ダーウィン（AUS）→
クリスマス島（AUS）→ココス諸島（AUS）→モーリシャス→
マダガスカル→リチャードベイ（南ア）→ダーバン（南ア）→
ケープタウン（南ア）→セントヘレナ島（イギリス領アフリカ大陸
西の大西洋）→アセンション島（イギリス領　アフリカ大陸西の
大西洋）→ブリッヂタウン（バルバドス、ベネズエラの北）→
キュラソー（ベネズエラの北）→クリストバル（パナマ）→パナ
マシティ→ヒバオア（マルケサス）→タヒチ→サモア→フィジー→
トンガ→バヌアツ→ソロモン諸島→パラオ→フィリピン→台湾→
沖縄（那覇）2019年12月到着予定くれぐれもご安航を祈ります。
                                           同窓会事務局一同

講演会「伊勢と第五福竜丸」で後輩の話

　6月10日の午後、伊勢
市のイセシティープラザ
で講演会「伊勢と第五
福竜丸」がありました。
会場はほぼ満員の大
盛況。ビキニ環礁での
水爆実験で被爆した
第五福竜丸を60年程前に伊勢市の大湊の強力造船所で改装
したそうですが、今は東京都の夢の島で展示されています。
それに関連する講演がありました。その中で最後に伊勢市立
厚生中学校の卒業生として釜谷優来さんか話をしましたが、何と
学校の制御情報科の一年生でした。
「とうとう、会えた」で始まる彼女の話。彼女が読んだ本の主人公に
やっと会えたと。なかなかヨカッタですよ。

全国商船高専漕艇大会（カッター）
母校優勝！！

　7月17日、鳥羽市池
の浦湾で5商船高専
がカッターで競い合い
ました。Aチィーム、B
チィームともに母校が
優勝です！！頑張りました。
私も学生の頃、三重大、
水産高校と毎年レースがあり、カッターを漕いだ記憶があります。
あの頃と、スタートとか回頭のやり方が違いますね。きっとこちらの
ほうが速いのでしょう。
いくつか写真を添付してレースの様子を紹介します。

代表取締役社長　齋藤 聡介

代表取締役会長　齋藤 正（S36E・78期）

〒653-0836
兵庫県神戸市長田区神楽町2-3-1 第2丸鹿ビル2F
TEL/078-621-4836 FAX/078-621-4834
http://www.ndgltd.co.jp

ヨットで世界一周します
N57宮本恭夫

　2017年1月24日(火)
昨年は国内を練習航海
していたのですが今年
から海外に出ています。
小笠原からサイパン、
グアムまで来ました。
これから赤道を越えて
パプアニューギニア、オーストラリア、珊瑚海を越えて西回りで
世界一周します。寄港予定を添付します。お近くのかたが
いらっしゃいましたら是非遊びにきてください。『冷たい』ビールなど

で激励していただけると家内共々感涙の極致で御座います。

Penguin Parade Project（ペンギンパレードプロジェクト）
　　ブログ　http://blog.livedoor.jp/penguinparade/

8月25日現在はバリ島を
目指して航海中とのこと
その時のブログを紹介
します。
バリ島を目指して
コモドを後にしてまた
バリ島を目指します。
CG, Binary star ,  Saloma 2, Tacman が近くにいます。
あららラリー船団に先行してバリを目指していたはずが・・・
風もよいのでサンボア島のカナンガまで105マイル進みます。
途中、右手に活火山Sangeang。この山の風下で強烈な吹き
下ろしに会いました。それも熱風。わずか1時間ですが肝を
冷やしましたぞ。
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平成29年8月24日
全国商船高専漕艇大会（カッター）応援記
77期生　岩崎　敏壽

　平成29年7月17日
（海の記念日）母校開催
の第52回全国商船
高専カッターレースの
応援に出掛けた。小生
は６年前（平成23年）
初めて同大会の観戦、
応援のため鳥羽に出掛け今回６年ぶりの母校訪問となった。（主管
校は各校持ち回りなので原則５年ごとだが）今回は郷里伊豆
での墓参後の応援となった為名古屋経由鳥羽行きとなった。
16日夕名古屋駅ホームの「快速鳥羽行」のアナウンスを懐かしい
想いで聞きながら車中の人となり第二の故郷鳥羽に向かった。
学生の頃は未だSLで、煤のため夏の白い制服の汚れが気に
なったこと、伊勢平野に入ると白い誘蛾灯の灯りがあちこちに
見え幻想的な情景を醸し出していたこと、一年生の頃は鳥羽
に近づき寮の明かりが見えてきた時は緊張し、憂鬱な気分に
なったこと等半世紀余り前の様々な思い出が甦る郷愁の鳥羽
行きとなった。
当日は同窓会館に一泊し翌17日朝、池ノ浦会場（練習船鳥羽
丸の係留場所）に出かけると二、三艇が最後の練習をしており、
小生も商船Bチームの選抜クルーとして朝、夕ここ池ノ浦で
猛練習したことを懐かしく思い出す。
六年前鳥羽で観戦した時母校は五連覇を達成、その後二連勝
して前人未到の七連覇を成し遂げたがここ三年間は低迷して
いたので母校学生に調子の如何を聞いてみると今年はそこそこ
いけそうだとの返事、教職員の方のお話でもしっかりと仕上げて
きましたとのこと。期待の持てる返事だったがさて本番は？期待
と不安の入り交じった気持ちでスタートを待つ。開会式の後9時
45分第一レースBチーム予選開始、母校は大島商船に大差で
圧勝、第二、第三レースの後第四レースAチーム予選では富山
高専にタイムで一分以上の大差をつけて圧勝する。
11時45分Bチーム決勝開始、一年、二年生主体の鳥羽、広島、
大島の各校が出漕、母校艇はスタートダッシュに成功し終始
先行、往路（750m）の2艇身のリードを復路でさらに拡げ約5艇身
の差をつけて優勝。（09分19秒83）二位広島、三位大島。
12時15分、いよいよ各校主力メンバーを揃えたAチームの決勝
開始。鳥羽、広島、大島の各校クルーは岸壁上で円陣を組み
大声を出して気合いを入れる。母校クルーは「今年は絶対勝
つぞ、絶対優勝するぞ」などの雄叫びをあげ、母校関係者
から「がんばれよ」などの声援が送られるなか、勇躍スタート
地点に向かう。小生もテンションが高まり（年甲斐もなく）「がん
ばれ」と大声で激励する。
大会当日は艇首方向からの北寄りの風がやや強く（3－4m/s）波
もでてきて各艇スタートの位置取りと艇の姿勢保持に苦労する
なか母校艇はスタートダッシュに成功し向かい風をものともせず
力漕、終始リードを保ち回頭ブイ（750m地点）手前で約二艇身
先行、ブイに寄せられる風と波のあるなか回頭も上手く行い復路

も力強く漕ぎきってさらにリードを拡げ本部前のラストスパートで
若いエネルギーを爆発させてぐいぐい加速して（観衆から早！と
声がでるほど）約五艇身の差をつけて快勝。（9分13秒92）二位
広島とのタイム差は約20秒、三位大島。「よくやった！」などの
歓呼の声に迎えられ母校クルーが凱旋。力をだしきり見事優勝
を勝ち得たクルーの達成感溢れる姿に半世紀余り前の自分を
だぶらせ感動的な一瞬を味わうことが出来た。
今回は優勝クルーの海中ドボンはなく少し寂しい気がしたが
事故防止のためと言うようなことであった。
午後一時過ぎ閉会式、その後、大西、武部、川口、三井諸兄と
鳥羽市内で昼食、母校チームのアベック優勝を祝して乾杯し、
学生時代の話で盛り上がって楽しい時を過ごした後散会。
最も豪快な海のスポーツと言われるカッターレースを充分に楽
しみ、大きな力と感動をもらって充実した気分で帰路（神戸へ）に
ついた。次回、五年後は81才。また来れるだろうか？来たいものだ。
（追記）カッターはシーマンシップ体得の原点と理解しているが、
別名奴隷船とも言われるようにただひたすら漕ぐ（勿論漕法
などの技術的なものもあるが）ハードなスポーツで、また、協調
性（チームワーク）も要求されるため、いま時の若者には余り
好まれないものと思われる。しかしその若者が苦しい練習に
耐え、たゆまぬ練習の結果今回の栄冠を勝ち得たことは一同
窓生として嬉しい限りである。（クルーに工業系の学生が入って
いることは二重の喜び）そしてクルー達を愛情をもって厳しく
鍛えあげ、優勝と言う大きな目標に導き、達成したことはカッター
部顧問の山野先生ほか顧問先生方のご指導、ご尽力の賜物
であり、ここに深甚なる敬意と謝意を表するものである。
併せて本大会の運営に当たられた林校長他教職員の方々に
感謝致します。　　　　　　　　　　　　　　　（岩崎記）

学生会について
制御情報工学科5年　渡邊　一喜

　学生会は現在、男子30人、女子9人、合計39人で活動して
います。活動内容として、海学祭の運営、体育祭の運営、地域の
ボランティア活動、部活動費の決定、学生会会則の改正など
様々な活動をしています。
　海学祭の運営は、学生会組織内の海学祭実行委員会より
行われます。海学祭の運営に関して大まかに説明しますと、
イベントを運営する班、模擬店を統括する班などがあります。
海学祭で運営や統括に班が必要不可欠であれば、班を

学生からの投稿

菅沼会長の「同窓会と現役の学生との関わりを増やし、同窓会が
学生にとっても身近な会である」と感じ、知って頂くという方針から、
今回特別に学生会会長の渡邊君と寮生会会長の福田君に会報
掲載の記事をお願いしました。（事務局西山）

株式
会社

強くて割れにくい強化磁器食器の専門メーカー
会長　
小木曽　順務（S44E・86期）

〒509-5401
岐阜県土岐市駄知町1468番地の4
TEL/0572-59-8639 FAX/0572-59-4546
http://www.k-ogiso.co.jp
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設置しています。昨年度、10月30日の一般公開をもって第51回
目となる海学祭を開催することが出来ました。昨年度のテーマ
は「なあ、海学祭行こに。」で、昨年のサミットで注目された三重の
三重弁を用いることで、地元の人だけでなく、県外の人にも興味を
持っていただきたいという思いがありました。結果、たくさんの人に
来場していただき、学生も含めて楽しんでいただけたと思います。
実際、Twitterには#海学祭で投稿された感想や写真がたくさん
投稿されています。開催に至るまで、教職員の皆様、ご協賛
企業様にご協力いただき、無事終えることができましたことを
学生会一同感謝しております。
体育祭の運営は、学生会組織内の体育祭実行委員会より
行われます。体育祭の運営に関して大まかに説明しますと、
得点を集計する人や競技を監督する人が連絡を取り合って
運営します。昨年度までは10月中旬に行っていた体育祭です
が、今年は6月7日に行いました。理由として、商船学科4年は
後期に入ると半年間の航海訓練がある為、体育祭に参加する
ことが出来ないこと等が挙げられます。ただ、6月は梅雨という
こともあり、今年の体育祭は雨でした。こういった問題点等を
考慮して、来年に活かしていきたいと考えております。
地域のボランティア活動は、不定期ですが学生会役員より数名
が進んで参加しています。今年の7月9日、鳥羽市民文化会館
にて行われたかたらずか劇団公演「攻玉伝！」に演者として6名
参加しました。参加者に感想を聞いてみると、沢山の人と関わって
いくことで、とてもいい経験になったと話してくれました。
部活動費の決定、学生会会則の改正は、学生会役員が行って
いる活動です。部活動費の決定は、毎年、部員数や表彰された
数などを基に部活動費予算を立て、各部活主将が集まる部会を
通じて審議・決定します。学生会会則の改正とは、以前の学生会
と現状の学生会で辻褄が合わなくなった学生会会則を、現状の
学生会で運用できるように改正することです。改正の審議は、
学生会役員、室長や寮長が参加する評議会、在校生全員が
参加する総会を通じて行われます。
まだまだ学生会には面白い点があります。それは大変な事でも
あったり、楽しい事でもあったりします。それらの経験は積むほど
自分の力になっていくと私は考えております。1年生から5年生まで
いる集団というのは高専ならではだと思います。加えて、生徒会と
違い比較的自由度が高い点から、新規性のあるクリエイティブな
発想ができる環境があると思います。今後もより良い学校生活
とは何かと考え、学祭等の行事の企画や運営を行っていきます。

代表取締役
野尻 進（S37N・79期）

〒584-0086 
大阪府富田林市津々山台4-12-26
TEL/0721-28-8088 FAX/0721-28-8039
http://www.jmo-co.jp

暁寮について
商船学科機関コース ５年　福田直倫

　私が船に興味を持ったのは小学１年生の時です。九州への
家族旅行の際、フェリーに乗船しました。その時の船の大きさ、
機関音、波の大きさなど、感じるもの全てのスケールの大きさに
驚き、幼いながらに船というものに憧れを感じました。
中学生の時、進路を決める際、この時の船への憧れを思い
出し、船乗りを目指すため鳥羽商船高等専門学校への入学を
決めました。
　私は、平成25年4月に本校の商船学科に入学し、私の学校
生活と寮生活が始まりました。学校生活や寮生活は、楽しい
ことも多い反面、中学校までの生活と大きく違うこともあり、戸惑
うことも多かったことを覚えています。
入寮初日の夜に１年生が寮の廊下で、寮生活を送る上で大切
にしなければならないこと、また挨拶の仕方などについて、指導
寮生（世話係学生）の4、5年生から指導を受け、厳しい所に
来てしまったと感じました。
また、その後の寮生活の中で、長い伝統に基づく寮独特のルール
も残っていることも知りました。例えば、１年生は風呂の椅子を
使えないことや、上級生に大きな声で挨拶しなければならない
などといったことです。また、校歌や「船乗りのモットー」など大声
を出すことについても指導を受けました。
2年、3年と進級していくにつれ、下級生ができ、下級生の世話の
仕方や接し方も学びました。さらに、同級生間での結束や、自分に
とって苦手と感じてしまう学生との良好な付き合い方など多くの
ことを学びました。一般の学校とは違う寮生活独特の上下
関係は、入学当初は厳しいと感じましたが、その中で生活する
ことで人間的に大きく成長できたと今では感じています。
　私は3年生の時に世話係学生に任命され、4年生では副
寮長、５年生では寮長として寮の運営に携わってきました。寮の
運営に携わる中で私は、数々の伝統的なルールや風習などを
今の時代に即したものになるように、修正してきました。そして、
現在もその作業を続けています。１年生は風呂の椅子を使える
ようにしましたし、挨拶も強制的なものではなく、自主性を重んじた
ものへと変更しました。
今、暁寮は大きく変わろうとしています。今の時代、伝統や雰囲気
などではルールは成り立ちません。このような変化を見て、今の
寮は、かつての寮と比べてゆるくなっているのではないかと
感じるOBの方もいらっしゃるかもしれません。しかし、社会環境
の変化に応じて寮生活も変化を求められていると思います。
現在、1年生をはじめ、全寮生が、今の社会状況に合わせた
規律の中で、集団生活を送っています。ぜひ、OBの皆様方には
温かい目で見守っていただきますようお願いいたします。
最後に寮長として今後の寮についてOBの皆様方にお願い
いたします。下級生と上級生は同じ寮に住んでいても互いに
顔も名前も知らないという状況になりつつあります。私たちも
新しい方針を考えておりますが、OBの方からも何か良い案が
あれば拝聴したく存じます。今後もより良い寮を目指し邁進します
ので、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

株式会社 JMOジェイモ
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事務局だより

　年々毎日が早く過ぎ去るようになりました。８月から会報を編集する準備に取り掛かるのですが今年もなんだかんだ
で、予定通りには進まず自身の集中力の低下を感じる次第です。

☆ 同窓会事務局ではでは会員名簿、同窓会報、同窓会ＨＰを通じて、本校の状況、会員の社会活躍状況や、会員の
　 近況、活動等を皆さんにお知らせしています。この会報が、皆さんの学校時代へ想いを馳せる事や、同窓同期の
　 親睦などに少しでも役立てれば良いなと思っております。
　　 昨年の秋からの同窓会活動では、本校が主管校としての「全国高専第２７回プログラミングコンテスト」が開催
　 され50万円の支援金を提供した他、本校の紹介活動として「近藤真琴物語」小冊子の発行や、鳥羽市民劇団に
　 よる、母校の創始者近藤真琴翁の生涯を題材にした「攻玉伝」の公演に協力支援を行ったことが特徴的な１年で
　 あったと思います。このような活動ができるのは同窓会員諸氏のご理解と協力並びにご支援があるからこそと、思って
　 います。このような活動の積み重ねが、ひいては母校の永続的発展に繋がる事と感じています。

　例年同じようなことをお願いすることになりますが、

① 会員の皆さん、転居、勤務先など変更ある場合は事務局までご連絡して下さい。同窓会会報等を発送しても宛先
　 不明で会報等が返送されて来ることが多くなっています。今後は宛先不明者への会報等の発送は無駄と成る為に
　 行いませんのでご理解ください。また同窓の友人の間でこの会報が届いていない方が有ればご本人から事務局に
　 連絡されるようにお勧めください。個人情報保護にかかる事で有ります、名簿等への情報掲載の可否も合わせて
　 連絡をして頂きますようにお願いします。

② 同窓会の活動は多くの同窓生の会費により設立90年を経過してなお健全に運営されています。本校の卒業生は
　 他校に比べ少ないですが、このように同窓会活動が継続して行えるのは多くの同窓生が母校を大切に想っている
　 証であると私は信じています。しかしながら年々会費収入は減少傾向になっていることは気がかりに思うことです。
　 特に若い世代の納入率は低くこのままでは、20年先の同窓会の存続が危ぶまれてなりません。
　 私的な意見となりますが敢えて「後輩達よ、君たちはこれでよいのか！」と言いたいです。諸君に期待します。

③ 同窓会ＨＰの閲覧や投稿をお願いします。
　 これも60歳より若い後輩たちの投稿、活躍を期待しています。

④ 同窓会ＨＰへのスポンサー広告の掲載をお願いします。
　 会員皆さんの会社をＨＰでスポンサー広告としてＰＲしませんか。広告料は年間3万円からです。
　 年度途中からの掲載は月割りとなります。是非とも掲載をお願します。

⑤ 30年度は会員名簿を更新発行します。
　・ 会員の皆様、名簿掲載の住所等の情報の確認、更新となります、住所等の変更がある場合は連絡をお願いします。
　・ 名簿は現状3000円の頒布価格でありましたが、次回からは3,300円の頒布価格に変更する予定です。
　・ 名簿への広告掲載を年度内から募集しますのでご協力をお願いいたします。

⑥ 近藤真琴の生涯を演じた「攻玉伝」ＤＶＤを2,000円で販売します。
　 購入希望の方は、同窓会事務局に会費払込取扱票、FAX又はE-mailで申し込みしてください。

⑦ 小冊子「近藤真琴物語」をホームページに紹介します。ご興味のある方はごらんください。
　 また29年度中に同窓会への寄付を1万円以上していただいた場合謝礼として差し上げさせて戴きます。

⑧ 同窓会事務局のボランティア募集
　 同窓会事務局は、現在も少人数の有志でこの会の運営を行っています。本校近隣に在住の同窓会員の皆様、事務局の
　 運営にご協力をお願いします。同窓会の継続的な運営の為には、事務局の老齢化の対策も考慮しなければなりません。
　 期間限定でも良いですので行動力のある方是非とも事務局に連絡お願いします。

☆ ＮＰＯ法人故郷の海を愛する会の活動など子供たち参加のイベントもあり、楽しいですよ。
 　こちらも会員の募集をしています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 事務局　江崎隆夫（S４４E）、西山明（S５０E）

代表取締役
可児 紘之（S39E・81期）

〒220-0023 神奈川県横浜市西区平沼1-13-14 パーク・ノヴァ横浜・壱番館306  TEL/045-290-6082

事務局からのお願いとお知らせ

船舶、船舶装備器具及び部品の販売、輸出。作業船の賃貸　船舶修理、検査工事の請負及びコンサルタント。

Ｋ2シップマネージメント株式会社

FAX.0599-25-8128    E-mail  info@tobashousen-dousoukai.com
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西日本支部 関西支部 伊勢志摩支部 四日市支部 中部支部 東日本支部

支部別会員数 Ｎ科 Ｅ科 Ｍ科 Ｉ科 会員数合計

(平成29年8月現在）

卒業生 現会員 死亡 小計

支部所属 支部不明

Ｎ科 2,584 1,430 1,258 172 1,154 2,584

Ｅ科 2,755 1,700 1,472 228 1,055 2,755

Ｍ科 901 897 761 136 4 901

Ｉ科 890 890 750 140 0 890

合計 7,130 4,917 4,241 676 2,213 7,130

*特別会員は現会員数に含まれる。

西日本支部 関西支部 伊勢志摩支部 四日市支部 中部支部 東日本支部 合計

Ｎ科 64 287 119 145 251 392 1,258

Ｅ科 30 292 353 135 247 415 1,472

Ｍ科 4 37 525 74 68 53 761

Ｉ科 1 25 599 41 40 44 750

会員数合計 99 641 1,447 395 606 904 4,241

（現会員数内訳）

会員の移動等

鳥羽商船同窓会　会員数・支部会員数

会費収入推移

(平成29年8月現在）

代表取締役　　小田 徳彦

船舶統括責任者　小田 純矢（H8E・111期）

〒517-0011
三重県鳥羽市鳥羽四丁目2388-10
TEL/0599-25-3033 FAX/0599-25-6319
http://www.seitoku-net.co.jp

盛徳海運建設株式会社
内航海運業・土木工事業明日へつながる信頼の航跡

全国商船高専漕艇大会母校優勝！！
力漕する後輩にエールを送る
　　　　　　平成29年7月17日
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同窓会ホームページ　http://tobashousen-dousoukai.com

独立行政法人
国立高等専門学校機構 鳥羽商船高等専門学校
ホームページアドレス http://www.toba-cmt.ac.jp/  E-mai gakusei-nyushi@toba-cmt.ac.jp

◎書類請求（無料）は本校の学生課入試・支援係へ

学生募集
の

PR依頼

学生募集
の

PR依頼

　少子化の時代を迎え、義務教育以外の学校は皆、学生の確保に躍起になっています。特に大学は学生の全入学
時代に突入し、一段と厳しさを増しています。将来に向け予断は許されず、学校としても学生募集のPRに励んでいます。
　つきましては、より優秀な学生に入学していただくため同総会員の御協力を仰ぎたい所存です。学校に御連絡いただければ、
A2版ポスター・学校案内冊子・学生募集要項をお送りしますので、下記宛に御連絡いただきますよう、よろしくお願いします。

ホームページ・名簿のスポンサーを募集しています。
詳しくは事務局までお問合わせ下さい。

海老フライ　うなぎ
鳥羽　大阪屋

渺
茫
遠
く
き
わ
み
な
き

　
太
平
洋
の
荒
雄
波

渚
を
洗
う
鳥
羽
港
に

　
校
旗
ぞ
高
く
ひ
る
が
え
る

思
え
ば
明
治
十
四
年

　
近
藤
翁
が
憂
国
の
　

真
心
こ
め
て
す
え
に
け
む

　
石
礎
え
高
し
万
代
に

学
び
の
窓
の
朝
夕
に

　
心
の
舵
を
し
か
と
取
り

知
識
の
真
珠
か
き
つ
み
て

　
い
ざ
諸
共
に
船
出
せ
ん

旧
校
歌

名古屋港　新日鐵住金名古屋製鐵所

渺
茫
遠
く
き
わ
み
な
き

　
太
平
洋
の
荒
雄
波

渚
を
洗
う
鳥
羽
港
に

　
校
旗
ぞ
高
く
ひ
る
が
え
る

思
え
ば
明
治
十
四
年

　
近
藤
翁
が
憂
国
の
　

真
心
こ
め
て
す
え
に
け
む

　
石
礎
え
高
し
万
代
に

学
び
の
窓
の
朝
夕
に

　
心
の
舵
を
し
か
と
取
り

知
識
の
真
珠
か
き
つ
み
て

　
い
ざ
諸
共
に
船
出
せ
ん

渺
茫
遠
く
き
わ
み
な
き

　
太
平
洋
の
荒
雄
波

渚
を
洗
う
鳥
羽
港
に

　
校
旗
ぞ
高
く
ひ
る
が
え
る

思
え
ば
明
治
十
四
年

　
近
藤
翁
が
憂
国
の
　

真
心
こ
め
て
す
え
に
け
む

　
石
礎
え
高
し
万
代
に

学
び
の
窓
の
朝
夕
に

　
心
の
舵
を
し
か
と
取
り

知
識
の
真
珠
か
き
つ
み
て

　
い
ざ
諸
共
に
船
出
せ
ん

旧
校
歌

旧
校
歌


